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1. 整地作業 一 撃耕 ･杷桝と土壌水分の保全
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第3章 インド･パンジャーブ平原における農村の展開と 『緑の革命』 - アムリ.メト
サル県ガッガルバナ村を事例として
はじめEと- 本稿の目的





































































である 〔Whitehead上田泰治 ･村上至行訳 1925:314)｡彼は,近代科学は,つぎの2つの精神,す
なわちくこまかな事実に対する熱烈な興味)と(抽象的概括に対するひとしく熱烈な変惜 )の結合
から生まれたとしている.まさにこれは,前記の (特殊的なるもの)とく一般的なるもの)との識
札 そして後者をもととする(一般化 (彼のいう抽象的概括 ))の探求という研究プロセスの必要
性の強調に対応するものである｡従来の地理学研究は,Whiteheadのいう2つの精神のいずれか一
方に偏俺し,両者の同時的結合に熱心でなかったように思われる｡







































































分- 〔Whittlesey1936:199･240〕 (図6)を代表例とし,そのはか 〔Timmons1944:8-14〕
(図7), 〔George本岡武 ･山本修訳 1952:112-113〕 (図8), 〔VanRoyen1956:8〕(図9)J






















































































































































① Humboldtの所説にもとづく遊牧段階説の否定-従来の3段階論 (狩猟 ･漁扮- ･遊牧 ･
牧畜→ 農耕 )の否盛)













6.園桝 (Gartenbau) 4.梨桝 (Ackerbau)一一→ 5.牧畜(Viehwirtschaft)
したがって,彼の世界農業地域区分の本質は, (梼耕一ナ梨耕→ 園耕 )の3段階の提唱とそ
の圏域の措定にあった,ということができるであろう｡これら3つの農耕文化の発展段階を,彼
はどのように把握していたのであろうか｡それについて簡単にふれておくことにしたい｡












世紀ヨーロッパに大きな知的興索をまきおこした,インド-ヨーロッパ (アー リア )語族を
めぐる問題-の農桝文化側からの裏づけを意図 して付せられたのではあるまいか｡







































の一致度の大きいことである｡ しか も,それ らの区分境界 もほぼ一致 していることである｡よ
りくわしく検討すれば,以 Fのように在るo
(A) 集約的水川農業 : ガンジスニブラフマプトラデルタからコロマンデル,マラバ
ール両海岸平野-一帯oただ し,Georgeはこれを岡机としている｡
(B) 架的rl',川Il作畏業 : タ-ル砂漠を除 く,デカン高)招,からインダス河谷-1'-野一一帯｡
ただ し,Trewathaetal.のみは, (A)･(B)を合体させて ｢集約的自給的農業｣とし,
その範域 も(A)･(B)を合わせた-1iT･に設定されているo
(C) 遊牧的牧畜 : アフガニスタンおよび｣ヒ内部を除 くイラン.この一帯での農業につ
いて言及 しているのは,WhittleseyとVanRoyenおよびGeorgeのみで,遊牧のみによ
ってこの一帯の農業的土地利用を代表させているものが多い｡
(D) 自給的混合農業 イラン西北部｡ただ し,この地方の農業は,たしかに家畜飼養




問われなければならないと考えるOこの点については,第 1部第 1章また参考論文 1を参
!里のこと｡
上記の (A )～ (D )のうち,木論文 と直接関連性が大なのは, (B )の自給的畑作農業であ
るO 同農業は,北部中岡-一帯の畑作農業をも包摂 して東汀巧竺(アジア式 )畑作農業とよばれるこ
とも多い｡ しか し.いずれ0)名称であれ,ナ日は れる0)紘,-(B)について積極的な概念規定が
経によってもなされていないことである｡それは,(B)を農業地域 として設定する各研究者が,
-10-
(B )をどのように規定しているかを一覧すればあさらかである｡彼らの, (B )に関する概念
規定はつぎのとおりである｡
Whittlesey : イネ非卓越 (水稲欠如 ) riceundominant(withoutpaddyrice)
Timmons 自給的主穀 grainsubsistance
George : 寅弱な粗放的耕作 cultureextcnsive｡amaterialagricoletr昌sre/duit
VanRo y en : 畑作主穀タイプ drylandgraintype
Kaw ach i アジア的畑作 Asiandryfield
この列挙にあさらかなように, ｢非滞撒 (dry)｣あるいは ｢イネ以外｣などの誹点が強調さ

































ぐれて農耕文化的視点に立脚 しっっも,イネ ･ムギ ･ミレットの各農業がもっ農法的特質を無視
してしまうのである｡ Whittlesey系列が,研究対象範域に関して,少なくともムギとミレット
の両者を合体させた集約的畑作農業と集約的水田農業との区別をおこなっていたのに対 して,-



































8) Hahn以前に広く流布していたのは,(狩猟･漁梯- 遊牧･牧畜- 農耕)の3段階論であった｡それ
はすでに古代ギリシァ以来存在していたが,とりわけ19世紀のドイツ政治経済学者の間で広く採用され,彼
らの経済発展段階論の基解となった｡その代表者であるListは,(野蛮- 牧再･- 農業- 農rT.菓-
度豊工商業)の発展段聯論を措定している 〔List谷uiをi彦･iI:_木一夫駅 184日 ｡この3段階発展論o)論拠は,
つぎのように整理できるであろう｡すなわち,く狩猟･採集民は動物と密接な交渉をもつ)- (群居性の


















〔農耕欠如〕 〔無型農耕〕 〔高度農耕〕 〔特殊形態〕
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2) 耕圃 (parcel)のレベル : 作物体が経営主体のもとに集合をとげ,耕園内に囲い込
まれて在圃しているレベルである｡このレベルでは;作物体ではなく作物体の部分集合とし
ての耕同が農業的土地利用研究の分析単位となる｡



























































































































































法研究が19世紀未か ら201ll.･紀抑 こかけて進められた 〔症 rgrcavcs1957〕O それらの研究を集大

















































































































第 1表 耕圃の状況と表面流出による喪失降水量- マンジュリ農場 1929/30-33/34平均
耕圃 整 地 お よ び作 付 状 況 表面流出発生回数･.表面流出による･喪失降水量(rm)右の降水量に対する比率(刻
Ⅰ 未 耕 起 13.2-: 147.6 23.9
Ⅱ 耕 肥 の み 13.0 166.5 27.0
m 梨 桝 と葉巴耕 12.6 154.0 25.0
ⅠⅤ 傾斜に直交状にすきみぞ 1､1.2 102.8 16.7










第2衷 土壌水分の収支- マンジュリ農場, 単位 :mm
1930/31 1931/32




e.粗土壌水分 (a十d) 761,7 830.0









































































湿潤 ･瀦概農業 301< (p-E)
乾 燥 農 業 0<(p-E)≦ 100















気象台が採用する4季節区分をみることにしたい 〔畠山久尚監修 1964:76〕｡ その4季節区
力とは,つぎのとおりである.
1) 12 -2月 : 北東モンスーン李で,西方挽乱が東漸する｡
- 27-
2) 3-5)L】 : 酷暑季 (プレ-モンスーン季 ).
3) 6-9月 : 南西モンスーン李｡
4) 10-11月 : 南西モンスーン李の後退季 (ポス ト-モンスーン季 )0
このインド中央気象台による標準的季節区分にしたがって. 3)の南西モンスーンによる降雨
を中心に,研究対象種域における降水型について検討する｡図20は,6-9月の南西モンスーン
李の降水量の年降水鄭 こ占める比率 - これを夏雨率と名づける- を示 しiiものせある.同図
によってあさらかなように,パキスタンの西縁部を境にして.研究対象範域における降水型の分













































したイランにおける1960咋 (州別 )の,また図2ト Bには, 〔Schwarzberg1978〕により作成

















































































































































也. 方 名 翠 .耕 杷 耕休 閑 耕 . 播 種 期 播 種 期
冬ムギ 春ムギ 冬ムギ 春ムギ 冬ムギ 春ムギ
ホ ラ ー サ ン 東 部 '0/ ･1 / アリ /
〝 西 部 !1-2 _■一一 1 / アリ /
テ ヘ ラ ン 周 辺 0/ 1-.3 / アリIナシ /
ア ゼ ル バ イ ジ ャ ン 1⊥2 0-1 1-2 1′-2 アリ,ナシ アリ
ル リ ス タ ン- 1-2 0 1～2 2 ナシ ナシ
フ ⊥ ジ ス タ .ン 0 一.一一 1 /-ナシ /
フ 丁. ル ス 西 部 0 / 1 /∫ ナシ /
" # S. 0一■2 / ナシ '/
バンデイ-トルキスタン山脈 1-2 0 ･.1-2 2 アリ,ナシ アリ中 央 山 _ 塊 _ーJ 0 / メ 1-皇 ナシパ ル チ ス タ ン 23 / lT /メ _■一
北 西 辺 境 1-6′一lJb アリ /メ


























例1 イラン.アゼルバイジャン地方のⅠ45村落 : 休閑1年ののち冬ムギを栽培する｡同
村では.休閑中に1回の翠耕,翌年の播種期にく翠耕1-2回-播種一撃耕 1回-耗耕1回)
の順で農作業が進行する｡
例2 イラン,クルディスクン南部地方のⅠ53村落 ::∴休閑 1年ののち冬ムギを2年連作す
る｡同村では,休閑中に2回の休閑耕がなされ.翌年の播種期に(播種.1･牽耕 1回一社耕 1回)
の順に農作業がなされるのが一般であるが.最後の親桝は省略されることもある｡













i) 休閑耕の存在 : その回数は場所により異なるが.牽耕によりなされ,休閑桝に耗排を
ともなうことは少ない｡
=) 休閑桝の回数 : イラン.アフガニスタンにぐらべてパキスタンでは著しく増加し,と
りわけパンジャーブや北西辺境め両地方では,その回数の増加が顕著である｡
iH) 播種期の牽耕 : 1-2回が多いが.1回のみの場合はまず播種がなされ,ついで牽耕
がかけられる02回以上の場合には,播種作業の前と後に牽耕作業を分散させておこなうこと
が多い｡播種時の牽排のあとには親耕がかけられることが多いが.省略される場合もある｡
iv) 播種期の耗桝 : 播種時に細排がかけられるのは,もちろん種子への覆土を重要な機能































(3) K : イランのカヴィ-ル砂漠周辺の超乾燥気候下のガナート農村では,飼料の不足から
もはや家畜は飼養し得ず.荒おこしはシャベルで.また精耕は人力翠でおこなわれることがあ
る｡Kは.そのような村落で使用される入力型である6












































































































ーブの中弧 またカシュ ミー ル地方を主とする｡逆言すれば,少数の例外的な小分布域- たとえ
-39-
ば,デカン高原雨摘部また東部のチョターナーダブ ル高原部など- を別にすれば,E系列に代表




































































































































































































































































































































































































第2衷 非港概モロコシの澄地作業 - カルナ-タカ州諸村落の事例
村落番号 .村落名 ム ン ガ ル 一 作 ヒ ン ガ ル 一 作
1.ナンデイグデイ2lイエルラムバラセ 耕土が膨軟なときp@ +H+P+P+H+H+M+P+P+P+S闇結しているときH+H (柑 M P P(P叶sP P P S 針 p+p+H+冒+H+S
3.フルコテイ H+H+M+P+H+H+S









































QG)鉄製の椛刃 (令lミ約70cm)つきの大鉄刃机でtI.湖 を2(暮i佼又桝1人にかりる-,n)前作 o)刈株


























































+畜力覆土鋲E O蒋力間びき･中耕 @苗力中耕 ◎欝力除草耕








































































































































第5表 ミレットとの混播･間作 物々-カルナー タカ州謝寸落の事例















ce霊,setandIfoderIpu.S- 岳 ocisoepesd vegetabits
okra【chil
















1 X X X X
1 X X X X X
1 X X X
2 X X X X
1 X X X X.
2 X X X
7 1 X X X X X
1 X X X X X
7 X X X■~ X
1 X X X X
2 X X X X


















































































































第7表 ミレット湿潤農業の中排除草作業 - かレナ-タカ州諸村落の事例























L 播種後 15日 : 第 1匝l畜力間びき･中耕- クンテ (kunte )とよばれる4,6,8本
の桝刃をもっ毒力中耕用農機具 (参考論文の写真 9参照 )を作条に直交状にけん引しておこなう｡
耕深4cm ｡




i.iの 10E]後 : 第1回畜力除草耕- ダールレ(dharle )とよばれる2枚の焼刃つき畜
力除草用農機具 (参考論文4の写真10参照 )により条間を除草する｡
N.日の101-12日後 : 第1回人力除草- カレク.ドゥルー(kalekudulu)とよばれる人
力除草具,(参考論文の写真12参照 )により株問の除草をおこなう.雑草が多い場合には,iHの3日
後になされる｡
V.ivの4-5日後 : 第2回畜力除草耕- ダールレにより,作業はiは おなじ｡
vLvののち7日以内 : 第2回人力除草- カレクtQ.ゥルーによる株間の人力除草o
viviの10-12日後 : 第3回畜力申耕- クンテ (2本耕刃 )により,条間を中耕する｡
雨の直後におこない,中排と保水とを兼ねる｡
アララマリゲ村の場合,上に示したように,クンテとよばれる畜力中耕除草用農機具 (間びきお














では,整地作業は牽- 1頭立ての馬による揺動翠が多い- と屯子 (トンズ)とよばれるローラ
ー状の畜力石製掛 こよってなされ,また播種作業は稽とよばれる畜ヵ条播機によってなされている











































































































さらに ミレットとムギの加工 ･調理における大きな相違は.粒食の存在にある｡ ムギにオー トミ























































































作 付 順 _序 ､,.T 事 例数 夏 作 物コの巨内 訳春 云 ..ギ ミレット類 メロシ
1年 1作 イロ WS 224 2 人 1 1
ノヽ ･S+W 1 1
3年2作 W+W+lFS 23 2 1
2年 1作 ホノレ W+lFS十 3619 i8 1 Jlトチ ps+SヰlF.W+lF 1 1
























































村落番号 作 付 順 序第 1 年 第 2 年.
123 (モ ロコシ地帯 )モロコシ′〟シとホースグラムマメの2毛作ラヅカセイと冬モロコシとの2毛作 ワ夕とトウガラシの混作トウガラシラッカセイ同 左
46 ワ タトウガラシ夕
7 同 左






































































































































































































滞 耽農 業耕 地(園地を含む) 湿潤農 業耕 地
利 水 滑油濯就 非滞概 (天水)
地 形 平坦な河谷平野 . 波浪状傾斜地
土 壌 暗褐色土 赤色土
掛 川 形 態 狭長 方形
主 要 作 物 イネ,サトウキビ.ビン シコクビエ,モクマオウ,ロウジユ ユーカリ
土地利用の空間編成 河川および滞既水路に沿う南北ベルト 離 を中心とする同心円
同上 の編成要 因 滞既の便と信頼性 集落からの距離
休 閑 比 率 かなり大 きわめて小-連作




節 3表 滞耽虚業耕地と湿潤農業耕地との相違(2)- シコクヒエの栽培技術
軍産農晶惣㌢ 湿 潤 農 業 耕 地
肺挿 .接触 法 女性労働による移植 男性労働による解播 .条柿
播種 .移植 期 4月末～5月初 7月初～8月初
播 種 方 式 単播 混播
中 耕 除 草 回数少 - 約3回 回数多 - 約7回
中耕除草の用具 人力用具 畜力用具 .人力用具
































































































農 作 業 ム ギ 乾 燥 農 業 】
, イ ラ ン .アフガニスタン パ ン ジャ ー プ_ ､ レ ッ ト 湿 潤 農 業
整 地 型耕 :休閑耕 - 冬ムギに対して1-2回,春ムギには省略O 型耕 :休閑耕 一- i-10回○ 梨耕 :休閑耕 -- なし○
播種時一一 1-2回o 播種時 一一 3-4回o 播種時 一一 2-6回o
反転深耕 - なしo 反転深耕 - 大型重量鉄梨で数年に1度おこなう(モロコシ)
患耕 :播種時に1回o主目的は,砕土 .鎮圧 .磨耕 .蛋 把耕 :大鉄刃把で2-3回O型の洩能を代巷(モロコシ)a
土o 長有歯把は播種時に1回○主目的は,砕土 .覆土(シコクビエ)o
耕 具 ■梨 :号壕翠(長床 .軽量)が一般的o 翠 :考頓梨とインド型が併存o 翠 :インド梨(中床 .重量)が一般的O
把 :厚板 .角材 .丸太 .梯子状の各種あり. 把 :大鉄刃杷- 作業者は上に乗り.体重を加重 して使
作業者は上に乗り,休重を加重 して使用o 用(モロコシ)o長有歯だ- 作業者は上に乗 らずに,把手をもって使用(シ クビエ)o
播種 .移植 散播 .:手によるばらまき 粂播 :梨への付属部品としての畜ヵ条播器 (早 条播 :独立農機具化 した単杯複簡 ドリル付き畜ヵ条播機
杯単簡 ドリル)で1灸のみを1度に粂播o で複数条を同時に粂播o
移植 :なしo i移植 :あり○条植O
単播 :ムギのみを播種o 混播 :ムギとマメ科作物との混播○ 混播 .間作 :ミレットとマメ科作物その他諸作物との混 l価 .間作が広汎に成立C
播種量 :厚播o_ 播種量 .'ムギに~くらベればp,薄播.
施 肥J' 厩肥投入量 :牛糞の燃料化率大のため小o 厩肥投入量~:牛糞の燃料化率小のため大.
中排 .除草 なし○ 入力用ヘラによる手持排1-2回ol きわめて周到(3-7回)o各種の毒力中併用機具,畜力除草用機具,入力用除草具が広汎に発達o
刈 取 手鎌による一斉刈りとりo 手鎌による∵斉刈りとり○
根刈り○ 根刈り,および穂刈りO
脱 穀 畜力脱穀 :牛蹄脱穀もあるが,脱穀用そり.脱穀車が発 畜力脱穀 :牛蹄脱穀o 畜力脱穀 :牛蹄脱穀(モロコシ),石製ローラー (シコク
達o ビエ)o
人力脱穀 :なLo 人力脱穀 :L一部にあり.木棒でたたいておこなうO
風選 .琴製 スコップ状の木製具で,地上より上空にむけはうりあげ 箕に入れ,風蓮台あるいは梯子上に立ち,頑または肩上
ておこなう○ よりゆっくり落 しつつおこなうo
加工 .認理 粉食 :半発酵または未発酵のパンに加工o 製粉 :ひきうすによることが多いo 粉食 :未発辞のパンに加工i粉がゆに加工することが多いo
粒食 :なし○ 粒食 :ありo





















































































感 激化 および ｢緑の革命｣にともな う
農業および村落の変容に関する事例研究
､-


















































1885年 下スワット水路 港概面積 143,314エーカー
1893年 カーブル河水路 〝 34,913エーカー
























くKharit) 26% 27% 39.0%.
トウモロ.コシ ll 19 21.5
ミレット類 7 4 a
マ メ 類 3 1 -
サトウキビ - 2 14.0
ワ タ 1 1 -
そ の 他 4 - 3.5
くR;1}i) 74 73 61.0
コ ム ギ 29 39 35.6
オオムギ 38 24 10.1
ナ タ ネ 5 4 3.6


















/!･/ J i･- 7
パハ ワルプール
旧北西辺境地ノブ
グ ェ ッ ■タ
シ ソ ド




































全 耕 地 Chahi Nerhi Lipara



























第4表 土 地 利 用 単位;a
Sagri Moham udAbad
トウ モ ロ コ.シ i,028.743 4.4%01 1,379.7 33.0%
果樹+トウモロコシ 437.6 10.5
サ ト ウ キ ビ 397.9 9.6
ワ タ 5.1131 0.13
タ イ マ 48.6 0.2
ミ レ ッ ト 6,812,1 29.0
マ メ 類果 樹 4I365.9 18.5
Kharif作 合 計 12.,㌘9.6 52.2 2,351.4 56.4
コ ム ギ 10,627.2810 45.20.3 615.2 14.8
果 樹 + コ ムギ 194.6 4.7
タ バ コ 678.1 16.3
果 樹 + タバ コ 4.3 0.1
ク ロ ー バ ｢ 70.0 1.7
果樹+クローバーメ ロ :′ 2524 61
オ オ ム ギ 113.4 0.5
ヒ ヨ コ マ メJ_ 113ー4 0.5
その他のマメ類 202.5 0.9
































a 天水のみに依存するBarani耕地 :<冬 ･夏の1年間の休閑+コムギ(Rabi作 )+ミレッ
トとマメ類の混作 (Kharif作 )>の二年輪作｡



























































































































(⇒ 夏作物の変化 夏作物の変化については,次の21つの事実を指摘 しうる(第4表 ).















タバコ葉の香りをよくすると言われ,地主のCota- 小家畜の夜間の畜舎- から得 られるそ
れらの糞は,タバコ作のみに集中して投入される｡タバコは,Kharif作収穫後の耕地に作 られた










































節5豪 放 耶 朋(Bikrom(Tltizi)-MohammudAbadの場fi-
月 鹿 刈 取 そ の 他
‖ar (6｣7) トウモロコシ.(ミレット･マメ). タバj.メワン.ヤサイ コムギの脱穀と貯蔵
Pashakal(7-8) トウモロコシ.(マメ) Kharif耕地の耕起コムギの脱穀と貯蔵
Bhadron(8-9) Rabi耕地の耕起 .除草
Assun (9-10) コムギ クーロー バ-.(オオムギ.ナタネ) ワタ.ヤサイ
Kattak (10-ll) Rabi作物の播種 トウモロコシ.(ミレット.マメ).ワタの摘花一サトウキビ
Maghar (1卜12) Kharif作物の脱穀タバコの苗床作り
Pob (12-1) Kharif作物の脱穀サトウキビの搾汁同上Magh 2 タノヾコ クロー バー
Phagan (2-3) サトウキビ.メロン.タバコ.ヤサイ クロー バー サトウキビの搾糖









































第6表 村内耕地の所有と経営 Ei皇位 ;a









































第7表 Molm mudAbad柵こおける村内耕地の所有と経営 単位;a
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の発祥地- 西パキスタンもその 1つであるが- における乾燥農業が,熱帯を除く旧大陸農業の
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節8表 根深 タイプの地域比較






詣 H LF.禁讐+7三号駅 +糾 桝+掛 倒 準 請



















































































第 2章 イン ド･デカン高原南端部における
ミレッ トー農業の農法的検討
- 用水路潜流化にともなう農業 ･村落の変容とも関連させて-

















































































































































シ コ ク ビ エ








コ コ ヤ` シ





コ - ヒ -
香 料 作 物
果樹 ･そ さい
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邦54ji ジ1･-テ ィ別鴨灘偶成- -1978咋9Jl
＼＼ ジ十-ティ
峨 光 ＼
伯 楽 自 営
蝕 菜 労 掛 帯
旅 人
南 光 日 常
政 肘 附 用
そ の 地
引
PklB 柴 自 営
伯 楽 労 働 者
職 人
























































































































































































































































































































































































(6)地区の北西端および繭東端では,河川から引水した小水路あるいはイェ-ルー カ ルー- (Yclu
Kallu)山西鹿の小潜池をもとに,藩政イネが栽培されていた｡ これらの人工虐政は,降水の多い夏
の間のみ可能であった｡当時の潜流イネの栽培法は,第6表に示すとおりであった｡





耕 起 ･暁 地



















- ∴ ∴ _;･:-;_:_l==_ __ ; _ _ _ " ,水 l捌 在後3-4Elに1拘柵,J(Oしかしすぐに干上り.桝地は柁土化する













脱 穀 欄 魁 l地耶 木板を如 ､て,そこに桐 をたたきつけておこなう｡双で風遜.





























































































































中耕 ･除草作業は,人力によって鍬でなされるのが普通やあった 〔熊代幸雄 1969.'301ff,興亜院
華北連絡部 1941)｡ つまり中耕過程は,主として鍬による手瀬排に依存していたのである｡
また西アフリカのミレット農業では,中耕過程はもちろのこと,耕起 ･整地作業も鍬を主要農具と














































































































































































第1は, ｢長大 ･広幅紐状｣と ｢ブロック状｣の両地籍形態の関係について,一万から他方への変






































第7鼓 31抽 出 世 帯 に お け る 排 他 耽 得 状 温 '(面碇:エーカづ
tlー 121 (3ー (4l t5I (6) 11 C2IT
両 雄 内 房 面謙 国 保 面接 甫 孫 面凍 顔 係 面積 eI 面積 DI 面積 沌 孫 面甘 年 次 面祷 年 女
123I.567 す~* カー IJ ガタ- JL, /<ゲ 舟 がI.◆9ノ J, } 1&5. 3_01ー049.,3 1&53.0ll_09938 16.ら30ll05978也 父 15.03 Ll上oLTS 慕弟兄輿. 10.05-4 蘇弟 5.0 弟 5.04 叔父弟 5.04 叔父蘇 5.0 虎 父 0_5I201.i38 197S668lS450 3_0 -1950 IiJ
8~ ケ * カ lJ ガ 7.3 6ー1 &5 父 5.0 弟 5.0 弟
910L2 タ ル J<●ケ * か lJ ガ'^ 7.0&5 7.0T&5 7.0&45 父 &37.0 兄 &5 兄一見 &57_0 蘇~見
u4 +-､ チ lJ 5.5_ 5.5 5.5 父 &5 兄 3_5 兄@ 5_50チ. 見.叔父弟 I fi189 丁デイ .カルナタカゲ * h- TJ ガ 3.8_6 3.843 4.03 父牡 @ 5.0 伯 父 5_0 他父 iI乙0号1 !
20 T 千 十 lJ 3.3 3.3 3.3 父 3.8 兄 3_3 兄
21-2 タ ル ′ヾン ′ヾ -.ノレ Lo25 0-25 535 弟 . 蘇
◎ 2兄弟と合同家族で居住のため.未分割｡ ⑳ 父の所有排他は.未分割｡ (抽出世TFE両接斗丑より姓計)｡
◎ 養子に出たため少ない｡ ◎ 早くLr符分焦したため.少ない｡
那8袈 1884呼の地柳の槻模別分節状況
1884年 の 規 模 別 地 拝 所 械
～o･49Jo.ao蒜円P4品円?9TSI2･gP蒜










































































































































































卯10袈 作物 別作イ;川 棚 -- 1960/61咋以降 (lti比 :エ カーー )
作 物 I 1960/61i1964/65 11970/71 I1975/76 I1976/7 I1977/78




フ ジ マ メ
ヒ マ
サ ト ウ キ ビ
ヤ サ イ
ト ウ ガ ラ シ
ニ ガ- シード
















































































































































































































































































































































































































を与 那13表 中粒々家における企弓的 容の変化
1968 咋 こ ろ







































































































































































晒 種 正 A.一m芋2kg′エーカーa-tiu!I.5-2〃b 一日 7ら fHl8 々 2kg′エーカー 25kg/エ-カー 30kg/エーカー
施 肥 <本地>-捗触法の場合 <本田> <本臼>
め .桝起lp!庇肥 4-5t/エー ① 励起中 :庇肥4t/エーカー ①tn超巾!概肥 5L/-エー カ- ◎ 桝歳時 :戯肥5t′エーカー
･ カー ⑧ 移植日日t:草肥料100kg′ ㊥捕挿E3りヒ学 肥料 30kg′エ ◎ 移植日:化学肥料 100kg′
◎ 捗蛾El:化半肥料 30-JO エーカー -カー エーカー
~~kg′エーカー ③ 那1回r1棚 の血玖!同上 ⑳卯2回郎力小 川岬:化学 肥料 ◎ 砂地換20日以内りヒ草肥料
-154-
シ コ ク ビ エ ,イ J.非 池 敵 1 池 概 (hfnuboLLd)非油政 (hoEoddrdg(') 池 叔 (gl'dddrOgI')
◎ 移粗の4日後!化学肥.料 ㊥ JB根石かb桝の私鉄 !化学 50kg/エーカ- 75-100kg′エーカー
15kg′エーカー 肥料 50kg/エーカ- . ◎ ◎の30日後:化学肥料 50
◎ 妨3回すけ沖 仇の血捜!化学肥料 25k宮′エ-カー kg′エーカ-
池 永 なし. 移植後15別こ第1匝】満水をして.以後15-20Eヨに 回の刺で.刈りとりまで間VT7g混. fl♭. 移植El以後.刈りとりの8-15Elまで僻浦する○ただし,化学肥料投与のときのみ.3日間落水する(2回).
中 桝除 尊 1ー種 .捗NE娃により相通する.<苗カ中折> <話力.人力中川> <斬,tI.人力ltl桝> <有力.入力中桝>
a-ul.lil7! ① 土かかたいとき:捗稚竣10 Q.I.推4姓30日:轍で人力中細 fl♭,
◎ 移格の7日あるいは15日 臼に,枚で入力中耕して.- 一 し.ついで苗力中排する <人力除草>
秩-2木地師の畜力中耕凡 除草する. -2本郎 fの薪力中帥兵 追肥投与の約日におこなう-2
を吐用. 土かやわらかいとさ七秒牡 tCtlT). 固.
⑳ ①の8日牡-3大曲ffの 牡7日に.畜力中桝A ⑳ Q)の15日吐 :鍬で入力中耕
寄中中排凡を吐用｡雨かあ (2本如 f)で.集間を して,施肥し.ついで畜
れば.必ずなされる. 有力中排.その同日ある. 力中班する-2本幽拝.
◎ 移他姓30-40日-2禾dl いは翌日に,敗で株間を ⑳ ⑳の30日後:畜カ中妨-2
梓の畜力中帥Jtを捷用. 入力中桝する. 兼削t.
いずれも作集に平行に中耕す ⑧ ①の牲3柑 以内に.☆カ中 '杏力中帆t.いずれも作射こ
a. 桝を2回おこtLう.いす 平行させておこなう,
b一m: れも,2本如fの話力中 <人力除草>
◎ 枯推姓15E3-4未如fの寄カ中城具を捷用..①の7日牡 2来由拝轟力 耕 与良◎ 20EI唖 同上.屯は作射こ血交させて ㊨ .平行 中排するムら-fmあ㍍組長誓高評帥㊨ _ 15 '4 あるいは4本也拝の薪力中排Jtを吐用.⑧ -20日t*-B刺 Bffや話力中蜘Aを捷用.■ は.①の 方向lこ交叉させておこう.<人力除草>8tH.fIil.b-肘 :なし しかし姫革が多いとさには 事1回苛力中朝 後に行うこと あ9-b一一il:栖種後30日ころに1回おこなうともに.除草用コテ 政 耕具を使用一作兵に平行に中排する.<人力徐雷>tlL. flL.＼:一L
収 捜 柄 11月兼～12月未. 8月中旬～9月中旬. 12月中旬. 12月～1月.
刺 牧刈り. 帖刈り. 扱刈り, 頼刈り.
刈りとり乱 束ねて悦痕卿こ毒 雨期に刈りとりされるので,拙 3日間桝也で乾挽させてから. 非ml概イネとおなじ.
牧 丘500-liOOOkg′エ-カー 700-I,000kg′エ-カー 1,500-1.800kg′エーカー.‥(在来 写.000-3.000kg′エーカ.-(高駿足
(もみJt) 種) 品種),在来掛ま1,800kg′エーカー
悦 頼 2月巾.旬に牡牛に石魁 ロー ラー 非洞渦シコク ビエとお/1じ方法が多い.熟した帖から必要放すつ触刈りして.竹作でたたいて脱無し. 地面に未板をおき,それに手で和束をたたきつけて脱瀬.光で風連 米穀台に和束をたたきつけて脱穀Zq 魁 ほJt約1トン)をひかせ.T悦触.規押をと■りのけて.7tlこ入れて 布収放晶掛ま短押性のため.地前にたたきつけるちとはできない.
右肩上より落して風jIする. 井で鼠遜する方法もある.. 茨で風連○
貯 炭少一のときti.耗袋lこ入れてrrA.臥多JLd さは 竹刃のhft書手に貯蔵. 非池池シコクビエとおflL. 竹製カゴ.僻掛こ貯蔵.. 竹軸力ゴ.妹袋に貯戒することか多いが.多敗のときには貯庶用の邸犀を設け,そこLこ山凍みすることもある○














既述のとおり,健脚 ヒ以前には,非湛概シコクビエの韮たる播種 ･植付法は,<移植 一一型付け穴





























































































































イネの播種方法は<直播 - 単筒 ドt)ル播>であったoLかしいまでは,おなじ直楢ではあるが,翠
でつくったすじ溝-の手による条播となっている｡現行法は,非潜流シコクビ工におけるSaLragi

































































しい乾燥条件下で栽培される乾地性 ミレット -ー その典型はインド亜大陸ではトウジンビエ(Penni-
























































































































































































































年 次 人 口 年平均増 加率
1851年 ■991 ro









カースト名 莱教 伝統的職業 現在の代表的職業 'J世 帯 数 人 口A1972fF B1962年 C1924年 Dl851iF-
シク Ja′ts S 典 ` 民 自作鹿.自小作戯 194(48.0)149(48.7) 86(23.5)265(26.6)
13rahmalS 1ー 僧 侶 村 吏 員 8 (2.0) 5 (1.6) 10 (2.7) 73 (7.4)4 如12(14,35 5
Tarkhans S 大 工 大 工.如 粉 15 (3.7) 13 (4.3) 23 (6.3)
Kltatris H 商 人 商 帖 主 ? (1.5) 2 (0.7) 2 (0.6)
Sunars S 金銀抑工 自転 申 修 邦 6 (1.5) 4 (1,3) 4 (1.1)
N i きんほっ人 繭 肪 ji i (17 5 (I6 3 (08
Ⅰ{uhlarS S つば作 り 輸 送 非 A (1.0) 4 (1.3) 1 (0.3)
ヒ Mehras S 水 道 ぴ 商 IL13 主 121(3.0) 10 (3.3) 24 (6.5)
こ/ド Cbhimbas H 淡だ く人 仕北人.和地柄 2 (0.5) 3 (1.0) 3 (0.8)
Sails;9 H 吟遊桔人 雌 兼 労 働 者 i (0.3) 1 (0.3) 1 (0.3)58(158
ChamarS H 皮革鮒工 靴 偵 理 1 (0.3) 1 (0.3)
ウ M 之bisそ の 他 S 過業労働者 典 薬 労 働 者 133(332 05 10 (343
小 計 SOL(97.0)302(98.7)215(58.7)576(58.1)
イスラA JogiRawalS 占畠術価 ●槻称 盛業労醜老盛 業 労 働 者 4 (1.0)2 05.. 1 (0.3)3 10 49(13.4)lL16(14.8)
SheikhSArans 荊 人野菜づくり 8 (2.2)6 16 17 (1.7)
JulAhas 織 布 工 19 (5.2) 46 (Ll.7)
KumarSSaqq?S づ ぼ作 り水 運 ぴ 2 (0.6)6 1 12 (1.2)
DhobhisfhlwalaMir年SisBaZigrArF4ulrS 淡 だ く人相 呼系 図終 り軽 業 師太故たたき物 乞 い 5 (1.4)4 1ll 302 06 9 (0.9)21 210 08 ,8
MochiSそ の 他 皮革細工 2 (79 92 (93




1972年におけるガッガルバナ村の宗派机 カース ト別世帯構成は,第 2表A欄に示される｡一
般に,パ ンジャーブ農村には,多宗派 ･多カース トからなる複合的村落が多い｡ この村にも,現私
シク,ヒンドゥ,およびイスラムの3教徒が居住 している｡ このうち,全世帯数の92%という圧倒































































































































(a)土地共有型村落 (ジョイント ビレッジ)の多いこと 〔Baden｣'owel11892:609〕0






































とえば,ランダワ ゴトラの農家の所有地は.すべてパナ タラ-フ内に所在 していた｡しかし,

































第1次および第 2次シク戦争 (1845･1848年 )の結果シク王国は滅亡し,パンジャーブは,イ
ギリスの領有するところとなった｡ガッガルバナ村も,1848年に.シク王国のマッテワル タル
カからイギリス領に編入された｡その時,村の長たちは,.以後3カ年にわたって年3,200ルピーの用
地税を納付することを,文書により確認している 〔Singh andKing1928:75〕｡ついで, 1851-


























形で,村の経済が営まれていたと思われる｡この宗派別 ･カース ト別 ･職業別編成は,以後, 1947
年の印パ分離までひきつがれていく｡
こうした1851年のカースト別人口構成の中で注目されるのは, ジョギ ラワルの存在である･,彼 E
らは,開村伝承で述べた共同開村者ガッガルの未商であり,土地共同所有休の一員であった｡彼ら
は,後にイスラム教徒に改宗したうえに,先述のように第 1回略式検地に際 して土地所有権を放棄















約3蕃… 年 次 別 村 内 土 地 の 分 桝 (ili位エーカ-)
…'･.:. ' o tl0'l' ' ''i : I: L:7.1･'0 ' 0 ':･;
①桝作不能地 (用水路 ･ifミ搭地 ･道路など)｡ ②桝作可能な尤地 一③4年fl;]迎杭のHCr,TIU地



































































































第4卑 カリア作 (夏作)作物別作付一面蝶の変化 (単位はエーカー.5カ年平均値)
rice Lra▲Ze (Dbajr ⑳Swank ㊨mash atnoth ㊨mOrtg ◎ti上
1920′21 16.0 93_8 - 76.6 0.8 15_8 2_D 0.3 39.4
～1924/25 (2_44) (14_33) (ll_71) (0_12) (2.41) (6_02)
1940/41 32ー2 232ー4 77.8 3.2 12.2 40.4
～1944/45 (3.82) (27_60) (9.24) (0.38)2_2 (L45) (0.24) (4.80)
1950′51 78_0 170.6 51.6 2.2 21.8
-1954/55 (10_98) (24_01) (.2) (o_31) 0.5 (.07)6/6 22_ 6.0 8_5 0 70
～1964/65 (20.10) (26_20) (0.85) (o_58) (0.05) (0_02) (3.68)
1963ノ64 300.8 248_0 8.8 0.5 0.3 21_5
～1966/67 (27.97) (23_06) (0.81) (0.05) (0.02) (2.00)
1967/68 33.8 -8 23ー2 13_
SugarCaZle cotton 旬暮 弘n chillies Vege-tables lcha,iO 汁hmO い sP de与i A crican
67.4 7.4 212.0 41ー6 2.8 0.2 0.6 129.6 654.4
(10.30) (32_41) (0_43) (0_03) (19.80) (100.00)
73.8 145.8 I.6 0.2 212ー6 842_2
(8.76) (0.88) (17_31) (0_19) (0_02) (0.07) (25.24) (lo.0)
788 6_6 66 1_6 14 10 92 710
(ll.09) (0_93) (8ー81) (5.86) (0.23) (oー20) (o_14)0.6 (27_ll) (100.00)
88.8 24.8 45.0 117.3 0_3 0_8 211.8 1005｣1
(8.83) (2_46)- (4.48) (ll.67) (0ー02) (0.07) (2LO7) (10.0)
104.3 56.3 141_3 0.5 193.3 1075ー6
(970 5.23 (1314 1.0 0_05 1.973. 49.2 43. 28.2 64_6




wheat barley くさben OgratEL ◎ZrLZLSSar 中 一tori ㊨alsi
1920′21 380.2- 7.0 210.8 62.4 5.2 48_0 3_6
～1924/25 (43.42) (0.80) (24ー07) (7_12) (0.59) (5.48) (0_41)
1940/41 285_2 9.0 314.0 54.0 29_4 115.2 4.6
～1944/45 (27_17) (0.86) (29_gt) (5.14) (2_80) (10.98) (0.44)
1950′51 383.4 7_2 261_6 47.8 52ー2 164.6 5_4
～l954/55 (34.37) (o_由) (23.45) (4.28) (4.68) (14.75) (0.48)
1960′61 507.0 6_6 205.2 21.6 77.2 128.4 3.6
-1964′65 (43.76) (0.57) (17.70) (1_86) (6.66) (1キー08) (o_31)
1963ノ64 652.8 43 93,5 22.0 64.8 165.0 3.0
～1966/67 (53.27) (0_35) (7_63) (1.80) (5.28) (13_46) (0.24)
1967′68 885.0 2_4 1_2 5_0 13_6 257_4 0.6
一1971/72 (68.83) (0_19) (0.09) (0.39) (1_06) (20.02) (0_05)




~~二律二軍 二叫 - e fodder巨車 rb耳et芝eb-L田 一計
3_0 8.2 3.0 14.3 152.8(7_45)2194 i 4.2 I 7_6 5.a(0_66)12 875.8(loo_00)10496
(0.29) (0.02) (0.29) (20.90) (L201 (100.00)
2.2(0.0) 0_6 1.2 175.6 6.2 1115.6(0_5) (0.ll) (5_74) (0.68) (0.56) (00ー00)
1.6 185.0 9.2 9-4 1159.0
(0.14) (15.96) (0.36) (0.79) (0.81) (100.08)
1 95 33 3.5 8 22
(0.08) (1.16) (15.95) (0.27) (0.29) (0.22) (100.00)
3.0 113.2 0.6 0.2 3.4 1285.6














































































































































































































































































































































JEtyaJhona 1 i‖tILlヽ 3.2
ⅠR-8 2 悲 3.0
.13as1一lLti370 3 般良 】.2
palman579 4 良 1.6
くトウモロコシ)･1)esi(在来秘)GangaⅠ‡ybrid5/? / 3 123 良やや悪恋 1.53
(小変)KalyanSona227 1 良 4.0
PV-18 2 iJf_T:IL二一ヽ 4,2




























































































































































































革命｣の ｢アメリカ的バイアス｣もその 1つであるが- は,本稿では採用しなかった｡






















人 口規 模.I. 全インド パンジャーブ州 て手ljTl
I) 49U^ 61.9 51.0 38.5
5∝)-.√二p-.999. 21.1 25.1 30.0
1,000-1,999 ll.6 16.3 22.7









ll) ジャートとプラー マンとの上下関係は,村により異なる｡たとえば 〔Lewis1958:60〕や (Aggarwal









税行政官的な形式区分だとしている 〔松井透 1971:243-244〕 .
15) 〔Singh andKing 192B)の付図による｡
16) この等分々割が,バーイアチャラー 的な均分々割原理 〔Baden-Powel11896:28〕にもとづくものか,パ
ッティダーリ的な相続による持分の均分化によるものか 〔Bad占n-Powell1892:620〕は不明である｡























28) ガンジス河上 ･中流域においても,同様のことが指摘されている 〔Ahmad 1952:232,Ishida 1972:67
-78)0


























41) サンプル農家の経営面積別内訳は,エーカー単位で,20- 8戸,15-19 1戸,10-14 7戸,5-













48) 肥料不足が,パンジャー プにおける｢緑の革命｣の直面する最大の課題とされている 〔Mann 1968:′1
278-29日 ｡
49) 〔Ladejinsky 1971:77鳩目 は.この要因を強調する｡また,ルディアナ県の農村での機械化に対す

























































Beckett ' P ･H･T･andC-ordon!E･〇･(1966) : Larla U8ean且
SettIelnent TOLndXer皿anlnSou七heTnIran,Geogr. JolユT .,
1う2 .












franGaise,Oslo･ (河野免 二 ･敬 三超二郎飲 :'フ ラ ンス碧3号史ク基


















Buchanan,官.(1807):AJou-meyfTO皿 Madrasthrough 地 e
Coun七rieBOf摂ysore,Canaraand㌍alabar,Voユ. i,London.
Buck,J･L･ed.(19う7):LamaTJ七iliza七ioninChlina･(夜食 着た
絶放 l･r互卵 り宕隻 J更え )




































い7P筏偽-礼 :T軌 確礎均 Q'良 風 . 替え)
Desai,V. R.臥 (ユ969) ; m e Sも_Ta七egy ofFoodan且AgTicllture
in =naia,Bo‡地ay.




































最盈使元日 叩 3)･'(ン ド .へ'ンドヤJ Te･か こあ け き水≠絹 と他 下,粁隻瀞
｢ 日本私確草食 千綿 象 J 5-,
篠 田アL'3 (1つ77):r 8 本 11象 9)最終 謁逆 ｣安息
後人 象(巾 日 :マ ラー ?ヒt-7- 札 稀足線 旬哀 れ年 上 と重複 r斉)も
巴冷 泉 LJ ほ 車 ふ




























強 食 & ,i (即 日 ;嚢+～-3う確 & 疋絶 つ熊 ケ -鼻象 八･ター ン Li乾き･順
4'率 一掃蓬ノ乞 宰 相 タこして T人 え だ 7乞 J エう
まaTgTeaVeS,fvFi.凱 I,!1.(1962)三Oryぎarmingin雷or七hernGTea七
flainsユ900-1925,Cambridge.
魯iL!え句 艶隼 (!乍叫 ニ｢ ア i:ア→重液 一 巴卑 卑後払茅 は J 費え
HelbuTn,貰.(ユ955);AStereotypeofAgricul七.ireinSemiArid
Turkey, C-ecTgr. Review,Vol.45,nc.ラ.








覆車青線(朋 o) :r専有錦 増 即 乍3,7｣ 費え
fiOWard,A.(1959);AnAgriculturalTestament,London.
fi-umlum,∫.(1959):Lag昌ographiedel!Afghanistan,Ce‡)enhague.




車,t腰 二秤目?占日 ･T菱和 7 1;7稲 作淡覇巾五経 J 更え
=gbozurike'M･U･(1971):EcologicalBalanceinTropical
AgrlCul七u工e,Geogr.Rev.,61.
恥 晋二町 Iu 3)･Tド イ 17 に 誘･73-ikrtl苦 学 や朽 工逸 絶 . 要j､
鶴 ;Cニ甲 tt日 日 :㍗El本常夏絶間編.まえ











Kapadia, 笈.yl. (1958):FIarriageandFamilyin=云dia (2nded.h
Delhi.tii綿葡βは玖二｢1ン Fd!略 咽 と先晩 __.t 更え )
Kawachi,E.(1959):Ona粥ethodofClassif-i,ingTdoTldAgricul-
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ofTilonsoonAsiaaccoraing七oclimaticIndices,lnYoshino,
M.ed.:好a七erBalancein摂onsoonAsia,竺okyo.
触 掃けLf即 1 )J･TB言 霊は祷 ｣真五




呆鞘 1乱 (179);rE)束子マ払 えJ 費え
摩 亙虹 亨屯 直線ip(lW日 ･T;す南争iT一宮丸 の君妓女亀怖 互JF繕 虹長
音貰2-如 (!う70) : イン L-度 登 り紳 レい 頒 康 一 ､-わ 坪 3rli-ぞ亨やJ
互わく､,て (エ･丑 ) 'ァL,-7托 すJ //-i･7
Eromer,F.I,.(1967):Eduard王iarnand七he玉adofthe"Three
S.CagesofManI7,Geogr.Rev.,57.
熊 村 季碓 ('iり):rfL線 君iえ鞠 J 費え
敗 li;青線 (11舛 ) :移 鑑努は ヒ ス ケ ヨ 菅巧鼻?と也 iC.中卒後一 変iTb?I





















孫 帝 直 rEq7日 =E巧を乾 ミ ラ ー トト あ すうヱ粒 拍 童 と杷 主 人咋 喝破 .芋蔓弔鼻
紙 T'ィ ニ ト ま叱 和 泉 史荷 敷 ｣患え


















yiuthiah,C.(1971) ;TheGTeenRevolution - -Par七icipa七ionby
SmallversusLargeiVamers,IndianJour.ofAgr.Econ.,26.
T･離 al, G･ (1970)'･ TheC準llen苧_e.OfTfqOrld-Poverty; aworユ丘
an 七i一 三30Ver七y‡)TOgramln Ou t⊥lne, IqewYork.
守軋伍即 日 乍らV :'ニ L: ェ - ル 7リ 7 イ 1L,へ J 憂え
中山偉 一 日 与り5) : インド前払 tPt1-7/5.17レ/ヾ 7-号苛と マング 'l才日 きこあ
り3科 人Ji tl宮 和 衷 勾 1 更 07えA r日本 ft理 香々 号4,も乳 .,I





馳 七h, Ⅴ･ (19 69)… 誓eGrow抽 ofInd ianAgTicll七ITe ; a





子熊田 久 雄 (.Jやすり) 二夢隻唯 琉 1=fil73エン デ ,レT Lヒ ト t)宰領 'R_鼠 J
51
筒 碑 互易 い 守るC): ｢1 ラ ン澄ま孔,すTJ膏ま
え 久保 確 f4日 巧7i) : rl･t殉牽箭作 7え覇確 J安長
久宮子登 維 (fqLF):イラン芳粥4,iL底 密 命 謂邑gi押 え 穿 1書ア サ~アル テ
了プ 中朝 r変え牽けえlL祈如 育乾季 J 53
oTWin,C.S.(1967);TheOpenぎieldSystem (うrded.),London.
Papad.akis, ∫.(1952);Ag_Ticul七ural Geography of 七he 闇orla,

















































雅 号京 島 絹 ( 門 707: レコ ?ピ 工 と 宇乙 号 - 昏 縫 うLL膿 た 7 ",てC)
~経 書ん ,T亨で･1人鞄 琴 J 1.
Sauer,C書〇･(1952) :AgriculturalOriginsan丘Dispersals,




























































水注一拍 = 紳)･r主iJi牡誰 亨41護 碁 巾盈 ｣至泉
水埠一網 目叩 i) ･rヨー か ･}/ヾ 刀 落 押 え .ま和
暦 木魚丸印川 寸0):r8 春 宮 羊プ舷G草履ff.費え



























Breslau･(ダ象把q東 :｢君隻妃 碓亨 4渉 叩盈 J要ま )
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　　　　　　　　　　　　　〆一一一、、　　　　　　　　　　　プ〉イ贈＼奄『へ6…一＼　　　　　　　　　　　　璽鯵　　 oβ．ノ　　　　　　　　　　　　　齢　　　　　　　 　 ㌔　　　　　　 　o魯⑫．ヂー一・〔」　　　　　　　　　噸｝　　　　馨／　　　　　　　　＜　　　！　　　　　　　　毒　 ’O　　l　　　　　　　〆　　　　　　な　　　　　　　　　⑫　　 魯～　 　ガ　 　 　　　　　　　　　　　　 　 　　　　ワ　　　　　　嚇　　　　　 ン　　o（　　　　　　　o｝　　℃　　　 　　 o　　　ノ　　　壱・、，沸轡…一＼3ノ





















































































































































































































































































































































































































網　鱒　餉　嚇　鵡　 “　噸　曽　 嶋　一　一　 讐
                         t'-'                         j''                        f    I:                            4-               A 11f. Ilil.
                 f f l'-
                    !             t-t                            :--                   / 'i':'
                 / ':i:                f ''
              li .: .:i:- :` iil
             l             '-----L--                        t----LL-            /               rt-+4--                        t--t...       f" 'os            -t                        !-"''`t! t4ww;"'il`lll':-T'i
                     " t::#:;"'
v iOL ?)O b2[L ;'{ .' t-.t';'




































   iXTiSi!;l;S
rwge･





   ;L!:S
  :::1
 ･;41fzl.-･     L tttLtttl--+tttt-
   :eestsee
   -- LtI   :: ;::i
    -j-.







   ti
T:T¥(1･tt"ii'i:-l,ii "{'
     -``r'IIIIS   l:::1:::-











  .} {:-t+
  '     tl;tiii IL±










         w
























 .a, ttlr` i'
    . -L..





    : -:=:li･iiii･,tny･w-y.ttny'
t][il[i;i=3iiiX-kK"ff
                   'i' rg.2gf-e-i
a.-e-/' 'tt..,. i,
wt-
    ;i





























   L -z
""evN.,x..t:lt
   ,i,,'i liigll,

















































































           '' N,: ,l ..'I
LF=diijopSxt#T7rttrS"t













               ' '                '['IEIilllg-'-i･el?'g';Lgl'2.',.r:t?l-T:re.y'･
Zig;!li!;l.g tallt and pe=d








      [as
lsc33 7
t# kkg'
     greea







t lt ']',lt "'
III il f :l ti
g // ]･
         `Jf{'





   crops
castar aad g:ouudnut
  -7 '7 7V
IllifiM ･' '-'
n;. i
i.,:r'1 ,':, -.1 ll,Illli
      mi'     F     ti l

















   -ttti










:.S :"' : ' L]T,l l lt
         ',,f- . ilil..'."} l,t,,}
l" lfi
      mct"sznal
 ta=. SSx mulberry     t-.4vt" ' ti:=
      piaE:alicg
Jll
l
     'i･:::z:･g,ll}!llll･ua e
    'll
         :=ops
fi gugar cane






































































































































































































































































































一　　　一一　一　．r一一一一＿一　＿＿　＿－iト÷コ 　　　L撃挙ﾅコ．．艦　　　｝ 殴÷サ　l　　　　　iミ’卜＋ミ’ク．8・轡十サCぎ一　1鰹1す÷サB5　　　　　　　・　　　　計〒ター。・ ’｝凝
1　．B。 賑や並諮饗ピ・陶。越ll峯…÷灘「 一　　　　　．　＝　　　　・｛5 卜÷コ　．A3． A・　　　　誌譜　　　　1卜＋タ［で÷寸λ．・　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　†つi　卜＋．コ　義、



































































































































































































































































































































































　　＼　　　　　　　　　　 卜一　　 　　 　　 　　 　、r一画　　　＼＼．　　　卜＼㌃夢
　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　 ク！’　　　　　　　’ト、・．＿～～一＿1　〆ゴで
































































































































































































































































































































































































































































　　　　　 のヘ　　　　 ド　　　　 ド
ー　一　　一　　声
｝　　　　 　　　　 （．
　　　　　　　　　　　　　　 バー　　壷　 ＝二　．阿い　 馨　　r一一　ぬ．やら　　り　　　　　　　 　景雲　鮎　一〆」　　芦　　 一一　　へ【
竃　 ＝一 @　邑P　獣tニド　　　ゾ　　　け　　 　　’　　　　 ㌔’く 　　　み　　　　じ
　　　　但…鎗．ン♂
≧
．汽．
．7
1．
「o
l葦
ヨ　i〕
し．
に
i
L蚕
．ご
1　　1
く＿1 p÷｛i、．
溝il、F融
＼
＼
＼
．よ糞
’　1　1　，
　　　祠イ・l　　　l　｛　1　ヨのロ　　　　　ト　ガ　　　　　
酷昌一i
騨1．iii，・
、1　日　1
鋒装旧藩熱薦需三三叫≒員1樫叢ll外引　　　　　率　　・　　己
β
　　き
　　i望
、　i
　　曇　　　け
1馨譲醸灘三三≒導；頗・購癖
…馨譲饗藤華：講論醸、・掴十・‡昌轟轟
貯聯繕琴嶋三三旧
離遜畿1瓢凱
塗s聖戯・ao跡分水鈴
　髪獲IFarm…．三鵬e甑立荘宅．
　建設時期瑚チューブ11＝ウエル数
　　　畠　1963～ぢ5二．i三　　（．9ま1…）
　　　ムユ966～67・£．梶　（1．3基l
　　　Q！968～δ9年　（37基1
　　　△i970～72莞i三　　（29ジ毒｝
隔　x建設契鐵1フ糊（7基｝
．諺ピ謄』
窯き箋，、
レ詞．つイイr． 卜　　1　　　．1
を聾封詫づ・　　　1
移旗　　　・i
．、H→
．サンブ々農家における1豪雪耕地．の分布
A［＝コ．@F睡3盤　　．G醗．C翻　．．@H腿．D鯉．．　　．1圏
E．醐　　　」．麟
　．K懸
．L蟹　聾｛屡．
　比熱
儲飛・汁メ鷲1｝r『rア慈≦一鷲亨・・．肛工副、、
撫繕←鑑騨諺購i羅綾、
葺還辮匿彫謬i欝
⇔塁1観｝2（紛
1班長瓢可工．酢¢
500．
　　　　　　　　　　　　一一》亘ll　　　　　　　　　　　　霧
　　　　1｛｝1．｝山1監
壌弼 ガ1ダガ1レパ蓼ナ鋤婿’〃ゐ薪魏の症画慶獲（．1％9簿）ヒ
　　所肩耕姥切続鯛．
